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株式会社いよぎん地域経済研究センター 

 

愛媛におけるキャッシュレス決済の利用動向に関する調査 

～キャッシュレス社会への模索～ 

 

株式会社いよぎん地域経済研究センター（略称 ＩＲＣ、社長 重松 栄治）では、このた

び、「愛媛におけるキャッシュレス決済の利用動向に関する調査」を取りまとめましたので、

下記のとおりお知らせいたします。なお、詳細は 2019 年 11 月１日発行の「IRC Monthly」2019

年 11 月号に掲載いたします。 

 

記 

【調査概要】 

・ キャッシュレス決済に関して、日本ではクレジットカードが主流だが、近年「LINE Pay」や「PayPay」

など、フィンテック企業が続々と参入し、キャッシュレス決済が多様化している。 

・ 日本政府は現在約２割にとどまるキャッシュレス決済比率を 2025 年までに４割程度に引き上げる

目標を掲げている。その実現によって、①生産性・効率性の向上、②インバウンド増加への対応、

③データ活用による消費喚起などといった効果が期待されている。 

・ 愛媛の小売業におけるキャッシュレス決済比率は 11.4％で、全国の平均値（16.1%）を大きく下回

り、キャッシュレス化が遅れている。一方、10 月１日からスタートした「キャッシュレス・消費者還元

事業」については、愛媛では約７千社（９月 25 日時点）が加盟店登録申請を行い、政府の後押し

のもとでキャッシュレス化の更なる浸透が期待される。 

・ 県内居住者向けのアンケートでは、キャッシュレス決済について、クレジットカードの利用率が約８

割、電子マネーの利用率が約５割、スマホ決済が約３割であることが明らかになった。また、キャッ

シュレス決済のメリットについて、約８割の人が「ポイントが貯まる」、約５割の人が「会計がスムーズ

にできる」など、キャッシュレス決済がもたらすお得感と利便性を評価している。さらに、キャッシュ

レス化の普及には消費者が求める「安心であること、お得であること、便利であること」がキーワー

ドとなる。 

・ 消費者側からみれば、「お金の使いすぎの心配」や「セキュリティへの不安」、事業者側からみれ

ば「コストの負担」や「サービスの乱立」など、キャッシュレス化の推進にはまだ多くの課題が残され

ている。キャッシュレス化の流れが加速していくなか、長期的視点でビジネス基盤の強化、また、

消費者・事業者双方にとって利用しやすい環境整備が求められる。 
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